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登壇 

 
司会：定刻となりましたので、ただ今からジョルダン株式会社様の 2019 年 9 月期決算説明会を開
催いたします。 

まず最初に、会社からお迎えしている 2 名の⽅をご紹介申し上げます。代表取締役社⻑、佐藤俊和
様。 

佐藤：おはようございます。 

司会：執行役員経営企画室⻑、岩田一輝様。 

岩田：お願いします。 

司会：本日は初めに佐藤様、続いて岩田様からご説明をいただくことになっておりますが、ご説明
が終わりましたら質疑応答のお時間を設けていただきます。 

なお資料の中にアンケート用紙が入っておりますが、これにつきましてはお手すきのときにご記入
の上、お帰りの際に机の上に置いてご退室いただきますよう、お願い申し上げます。 

それでは佐藤様、よろしくお願いいたします。 

佐藤：おはようございます。ジョルダン、佐藤でございます。本日は 2019 年 9 月期決算というこ
とで、いつものやり⽅で私のほうから概況というか、私の関心を持っているところから話していく
やり⽅で話させてもらいます。 
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昨年の決算発表会ですね、本当に MaaS という話を皆様にお話ししたのは。夏の段階ではまだ
MaaS まで至っていないというか、われわれも地図というものを考えていくという話まではしたと
思うんですけど。Mobility as a Service という、MaaS という言葉がどうもキーワードになってく
るんじゃないかという感覚を持ちまして、われわれもそこに向かって走っていきますという話をこ
の場で話したことを覚えています。 

それから 1 年ですか。本当に今年は MaaS 元年ともいうべき、いろんな動きが起こった年だった
と思います。この図は国土交通省が、新モビリティサービス先行モデル事業として補助金を付け
て、応募して採択されたプロジェクトの図なんですね。日本全体でこれだけの MaaS の実証実験
が始まったと。われわれもその⻘いマークで書いてあるところ、そこには参加しております。 

上から順番にいうと福島県会津若松市、それから群馬県前橋市、それから茨城県つくば市。前橋市
に関しましては本当に 10 日くらい前に、前橋市役所で市⻑およびわれわれ、NTT データ、NTT ド
コモ、それから群馬大学が参加しまして、調印式というか、一緒にやりましょうという儀式をやっ
たところでございます。 
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これだけいろいろな地域で MaaS に関して動き出したことと併せて、多くの業種が MaaS にかか
わり始めていると。それが一見、えっと思うような業種がどんどん参入を始めていると。私も最
近、えっと思って、いろいろ話したプロジェクトで、例えば SOMPO ホールディングスが akippa
という駐車場の予約サイトに出資をしました。伊藤忠商事は Via Transportation というアメリカの
会社、それの日本の販売権という意味合いだと思います。出資しまして、日本において相乗りタク
シーの実験を始めていると。 

とにかくいろんな業種、まるで SOMPO がベンチャービジネスをやるみたいなイメージが、ここ
で出てきたことが。大きな流れとしましては、SOMPO というのはいろんな車の情報を持っていま
すし、やがて車を自分の空いているときに人に貸すという、そういう流れの中に入ってくるのだと
思います。 

それから Via 社はイスラエルのテクノロジーの会社がそもそもでして、今ニューヨークのマンハッ
タンエリアで相乗りタクシーというやり⽅をやっています。非常に快調なようで、Uber とか Lyft
と並ぶ大きな柱というものになってきていると。そんなことで、すさまじい勢いでいろんな業種が
参入し始めたなと思ったところで。 
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もう一つやはり最近、えっと思うような話というのは、Google が実はスマートシティプロジェク
トというものにかかわり始めていると。これはカナダのスマートシティプロジェクトなんですけれ
ども、12 エーカーの新しい場所で、完全にスマートシティ。多分、究極には車が自動運転の時代
に入って、これは本当に公共交通とコラボみたいなかたちで、いろんなことが始まっていくと思う
んですけど、その町全体をそういう流れでつくっていこうという。 

おそらく、まだ日本の MaaS もいろいろ日本独自の地域特性はございますけれども、こういうス
マートシティという文脈で、来年辺りはもっと明確に動いていくようになってくるんじゃないかと
思います。 
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それと併せていつものガラケーからスマホへという図を毎年出していますので、図をとにかく継続
的に出しました。出荷台数は大分減っていると。もう本当にスマートフォンでみんないろんなこと
をやっている時代に変わってきています。 
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それからジョルダン自身の乗換案内の会員数・検索数というものが、微増だと思います。現実的に
は通年で見ると微増というかたちで伸びております。やはり一つの大きなインフラというものにな
って、皆様に使ってもらっていると。 

われわれがいろんな実証実験に入るのは、乗換案内の中に全部いろんな移動の操作性を取り込みた
いと。ものによっては乗換案内の中で既に始めているものもありますけど、実証実験的には、スマ
ートフォンで自動運転のバスに乗る場合にどういうインターフェースが一番いいかとか、そんなこ
とをやりながら、とにかく近場でも乗換案内、遠くでも乗換案内という状態まで持っていこうとい
う、そういう流れを考えております。 

MaaS ということを始めるにあたって、われわれとしては実は基本的な戦略が何個かございまし
て。そのうち二つまでを実はプレスというかたちで、今まで発表させてもらっていますけど。 
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一つは、ロンドンの Masabi 社というデジタルチケットの世界標準みたいなことを狙っている会社
と業務提携、契約しまして。日本での独占販売権を取得しまして、こういうものがありますという
ことをマーケットに向けて訴えかけたと。3 月に実際、Masabi 社の人と向こうのマネージャーを
呼び、テクノロジーの責任者を呼びまして、プレスの⽅および業界の⽅に集まってもらって説明を
しました。 

日本では Suica が標準的なインフラになっているわけですけれども、やはり日本全国サポートし切
っているわけではないと。それからもう一つ大きな問題としましては、スマートフォンで動くのが
MaaS の基本的な大きな一つの考えになっていますけど、日本のスマートフォン、Suica のプラッ
トフォームは、実は国際標準からは外れてしまったんですね。だから海外の⽅が携帯を持って日本
に来たときに、日本のモバイル Suica のようなものを動かすことはできない。 

そういうことがありまして、海外の人向けに例えば QR コードで入るソリューションはいかがなも
のでしょうかという問いかけですね。そういう問いかけをしながら、交通事業者の⽅たちとも随分
いろいろ話をさせてもらっています。 
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よくよく見ていくと、Suica が入っていない駅が実は全国、まだ半分あると。そこに今の自動改札
機を付けるのかというと、とてもそんなコストはかけられないと。この Masabi 社のソリューショ
ンは SaaS といいますか、簡単な読み取り装置ももちろん自分たちでつくっているし、既存の QR
コードで読めるようなデバイスに簡単にそのソフトを移植することができ、なおかつ偽造とかなん
かに関してそれなりの対策をしているということで。おそらくテクノロジー的には今、一番進んで
います。 

それでいろいろ、とにかく乗っけていくことを、皆様に使ってもらうことを先行しようということ
で、去年の 6 月ですか。高速バスの一部の路線で試させてもらって、その後ラグビーの国際大会が
日本でありましたので、われわれの乗換案内の多言語版でそのソリューションを付けまして、バス
乗り放題、食事もできるという企画切符をつくって始めてきました。 

それが今現在大会は終わりましたけれども、JR ⻄日本が来年 10 月から始まるせとうち広島デステ
ィネーションキャンペーンの前段階で今、10 月からプレの施行が始まっていますけど、そこで実
は Masabi のチケットも使わせてもらっていると。JR さんが本気で関心を示してくれたのは、大
きいことだと思っています。 
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それからもう一つ。われわれは一生懸命バスをとにかく増やしているということを話していますけ
ど、バスをやっていく上でいろんな問題が実は分かってきまして。バスの路線および時刻表がなか
なかデジタルな整備をされていないということで、われわれ自身がバスのデータをどんどん増やし
ているということをやっていますけど。 

そういう流れの中で、オープンデータという試みが実はいろいろ、世の中では始まってきていま
す。フォーマットも Google が GTFS という標準のフォーマットをつくりまして。ただこれはどん
どん拡張を続けていますけど、GTFS 自体はフォーマットを作成する段階から、われわれも一緒に
入ってやってきているわけですけど。 

おそらくいろんなバス会社が GTFS 化をしたり、ちょっとした費用を払って外部に頼んで、GTFS
化したりということをやっていく流れの中で、やはり 1 カ所にそのデータが集まればわれわれのよ
うな経路検索業者もやりやすい。それから公的な研究機関なり何なり、新しいモバイルの取り組み
をやりたいなんていうのがやりやすいということで、HUB システムという話を掲げまして、今一
生懸命動いています。 

国土交通省なんかも、実はバスのそういう情報化ということをどうするかということを考えておら
れまして。その辺の各識者の集まりなんかももちろんしておりますけれども、われわれはわれわれ
で、⺠間ベースで早めにやっていこうと。 

それがもう一歩進むと、いつバスが来るかということが実は次の大きな問題になってくると。それ
をやろうとして、いろいろバスロケーションシステムのハードウェアとは何かということに関して
調べていましたら、なかなかコストも高いし技術的にも古くなりかけていることがありまして。わ
れわれ自身でバスロケをやっていこうということで、バスロケを作成販売し出しています。 

なかなか日本という国柄、第 1 号案件ということが決まるまで動きが非常に遅かったですけど、昨
今バス事業者および自治体なんかである程度、積極的に取り組み始めてくれていますので。大きな
やはり一つの材料になっていくと思っています。 

われわれはデバイスを提供することと併せて、もうちょっと予測というところまできちんとやれな
いかということで、今までいろんなことの実験をやりながら、予測できるところで今、商品が進ん
でおります。 
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それから公共交通のインフラということを、できれば日本標準というものをつくりたいと思いまし
て、J MaaS という会社をつくって、いろんな事業者といろんな話をして、今、進んでいます。大
きく入口もそうですし、それから予約システムとどうつないでいくかとか、これから MaaS を本
格化するにあたっていろんな試みをしたいということで。われわれ独自がやるということよりは、
もうちょっと有力な会社が集まるかたちで J MaaS という組織体をつくれないかと思って今、動い
ております。 
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それから MaaS というものに関して、そういう共通のインフラをつくることと併せて、われわれ
自身はやはり MaaS オペレータとして動いていきたい。これはできれば携帯でいろいろ検索する
と同時に、経路を決めて決済まで終わるというところまで持っていきたいということですが、それ
をやるのが MaaS オペレータということで。 

ただご存知のように、日本ではまだインターネットの予約そのものが事業者さんがやられていて、
表にまだ解放していないとか、いろんな問題がありまして。いきなりここで動いていくと、多分い
ろんなハレーションが起きるだろうと。 

われわれとしては、ただラグビーの国際大会に合わせて豊田市と一緒にツーリスト向けのソリュー
ションをつくりましたけど。仕組みはできてきたので、その仕組みの上で今度はとりあえず第 1 段
階としては企画切符という動き⽅ですね。地域で 1 日有効なチケットということで、企画切符をつ
くっていく。それをこれから数を増やしていこうと。同様に高速バスで始めた予約も、もうちょっ
と範囲を広げていこうということで。 
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さらにいろんな事業者と話すと、やはり地域で自治体主導の企画切符があるのと同時に、鉄道事業
者が沿線住⺠価値向上のための動きがございます。そういうものにも何か入っていけないかなとい
うことで。 

そんなことをやりながら、MaaS の本来の姿、全ての旅程が一気に決まる。JR ⻄日本とやってい
る setowa というプロジェクトでも、カーシェアとかいろんなことで連携を今図っていますけど、
ただ一気通貫で全部予約が済むためには、とりあえずリンクから始めていくということで今、始ま
っていますけど。フィンランドの MaaS Global 社ではないですけども、公共交通、電車バス以外
にレンタカー、タクシー、それからサイクルですか。自転車まで合わせてという流れを、われわれ
のできる範囲で今、追いかけ始めているということです。 

そういう流れの中で乗換案内のアプリ。アプリを MaaS 化していくことは一つの大きな流れです
けれども、まだ今の段階では、実は MaaS 化といえるところまで素材がないので。われわれの
MaaS のイメージをもうちょっと前面に出すことは今、控えておりますけど、ただそれとは別個に
とにかくユーザーを増やそうということで、いろんな試みを今始めて。 
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一見、MaaS とはちょっと別な領域のようにも見えますけど、最近キャラクターとのコラボという
ことを始めて、それなりの有料会員の囲い込みができ始めています。サンリオのキャラクターとの
連携とか、今ガンダムとの連携とか、いろいろやっています。 

私も自分の携帯に入れていますけど、ガンダムに出てくる登場人物の声で「検索だ」とか言うと、
一気に何か周りにちょっと恥ずかしいなと思うときがありますけど、結構うけはいいですね。アン
ドロイドなんかでもユーザーが増え始めてきています。 

 

それから先ほど話しましたように、バスはとにかく拡大を。われわれが頑張ってやって、よそもい
ろいろ頑張り始めたんですけれども、本当は HUB システムはみんなで同じことをやるのをやめ
て、1 個のシステムにしようよということの提案なんですけど。 

なかなか皆様、ジョルダンがやるんだったら負けられないということで頑張っているのが現状です
けど、1 個にまとめていって、ジョルダン色をなくせれば一番いいんじゃないかという思いで今、
やっております。 
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それから法人のソリューションで、MovEasy という事業者ごとのウェブサイトの構築は毎回出し
ていますけど、この 1 年の決算期でやはり数は増えていると。 
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それから先ほど話しましたバスロケーションシステムも、群馬県なり神⼾市なり、いろんなところ
に、さらに拡大する見込みの下にやっております。 
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それから多言語版に関しましても、徐々にやはりアクセスが増えてきていまして。13 言語に対応
ということで、100 万を超えて 200 万、300 万という具合にだんだん、これから増えていくことと
なっていくと思います。 
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それからグループ全体としましては、子会社のイーツアーという会社が、ちょっと業績が良くな
く。この間、社⻑交代とかいろんなことをやって、⽴て直しを図っております。 

それから出版社、悟空出版。結構厳しい状況になりましたけど、昨今また韓国もので勢いは取り戻
しているようですね。 
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それからコンパスティービーはそれなりに頑張って、やはり売上を増やしていますし。 

ちょっと残念なのは Kiwi というハイレゾのスピーカーを販売しようとして、この年末までには発
売予定でほとんど準備が完了しておりましたけれども、残念ながら FM 東京自身がこの事業を継続
できないということで、クローズしようという動きになっていますので、販売は今のところ見合わ
せで。最終段階でストップがかかっている状態です。 

そんなことが大体のわれわれのビジネスの全況といいますか、構成というか、概要で。具体的な成
績に関しては、岩田から報告させてもらいます。ご清聴ありがとうございました。 
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岩田：それでは後半部分、経営成績の実績と来期の見込みについて、私、岩田から簡単にご説明さ
せていただきます。 

まず 19 ページになりますけれども、2019 年 9 月期の経営成績ということで、売上高が 43 億
3,200 万円、営業利益が 2 億 7,400 万円、経常利益が 2 億 7,500 万円。親会社株主に帰属する当期
純利益が 1 億 2,800 万円という数字になっております。 

後ろのほうでもう少し細かくご説明させていただければと思いますけれども、全体として売上は
8%くらい伸ばすことができましたという状況ではあるんですけれども、営業利益が少しマイナス
というところになりました。 

一⽅で、経常利益と当期純利益に関しては、微増ですが前年は少し上回れるかたちで終了したとい
うところになりました。 
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損益計算書のところですが、先ほど申しましたとおりで、売上高が 3 億円以上伸びたかたちです。
一⽅で売上総利益がほとんど増えていないので、売上原価がかなり増えましたというところです。
あとは販管費も増えたところがありまして、その下、営業利益のところがマイナスになりましたと
いう感じになっております。 

当たり前ではあるのですが、営業外のところでかなり前年と比べるとプラスになったというか、前
年のマイナスが大きかったところもありまして、経常利益に関しては前年より若干のプラスという
ところになっております。 
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売上の内訳等もご説明させていただきたいと思います。売上の内訳のところ、21 ページになりま
すけれども、乗換案内の事業で 2 億円以上増加ということですね、まず。それからその他というと
ころで、こちらは主に受託のソフトウェア開発などの事業がメインになりますけれども、そちらが
1 億円ぐらい増え、全体として 3 億円以上増えたというかたちになっております。 

乗換案内事業の内訳でいいますと、主に法人向けのところが順調に推移したということで、1 億
7,000 万円ぐらいの増加ということで、ここが大きく増えました。それから旅行と広告の辺りが順
調に推移したということになっております。 

一⽅でモバイルの有料会員向けのサービスのところで、前年と比べると少し減少の傾向がまだ続い
ていることになっております。 
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もう一つ進ませていただいて 23 ページのところで、それぞれの要因と、それがどのように利益の
動きに結びついているかというところですけれども。 

売上高の動向としては先ほど申し上げたとおりで、モバイルのところは有料会員数の減少傾向があ
りますけれども、法人のところは先ほど佐藤からも説明があったかと思いますが、バスロケーショ
ンシステムの提供を開始して、実際に当期中に何件か導入が始まりましたので。そこで伸びている
部分がかなり大きくあります。 

それから広告のところが、広告の表示の最適化ということで、どうやってうまく枠を運用して収益
化するかという施策がうまくいったことになります。 

それから旅行のところは国内の旅行販売が増えたということで、売上が増えております。 

その他のところは、受託のソフトウェア開発が順調に推移していますということです。 

それぞれ利益に関するところですけれども、まず旅行の売上が増えたということで、旅行の仕入高
が増えましたというところが単純に。原価率が比較的、かなり高いので、そちらのところが増えた
ことがまずあります。 
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それからマルチメディア事業の費用の増加というところも、こちらも今までここ何年かは出版の事
業のみという、ほぼ出版の事業しかやっていないかたちでしたが、少し新しいものもいくつかやっ
ていて。その辺で費用の発生というところがありました。 

それから全社費用が増加したという要因もあります。 

経常利益に関しては、主に持分法投資利益の発生ということで、前期は持分法のところで 5,000 万
円ぐらいマイナスでしたので、そこが今回はプラスになりましたので。そこの差が大きくて、その
結果、営業外のところでかなりプラスになっているかたちになっております。 

 

2020 年 9 月期の業績の見通しということで、来期の見通しを出させていただいています。 

売上高が 45 億円、営業利益が 3 億円、経常利益が 3 億円で、親会社株主に帰属する当期純利益が
1 億 5,000 万円というところで出させていただいていて。 

直近の動向から、売上高のところを少し伸ばせるかなと思っております。それから利益について
は、19 年 9 月期は少し先行投資的に発生した費用もありましたので、少し来期は利益をプラスに
するところに結びついていけるかなと考えております。 
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製品・サービス別の見通しということでお示ししております。 

引き続き乗換案内事業のところで 1 億円ぐらいのプラスを見込んでおります。特に前期に引き続い
て法人向けと広告のところなどで増えることを想定しております。 

モバイルのところは、まだ過去の会員が少しずつ減っていく傾向はありつつも、先ほど佐藤の説明
からもありましたが、新しくキャラクターとコラボとか、そういったかたちで少し会員の獲得が新
たにできている面もありますので、その辺を勘案しております。 

全体としては、来期の見通しとしては売上含め、利益も少しずつ増やしていけるかなというところ
で、今のところ見ております。 
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グラフにすると、こういうかたちになります。以上です。どうもありがとうございました。 
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質疑応答 
 

司会：ご説明、ありがとうございました。それでは質疑応答に入りたいと思います。 

なお、この決算説明会は質疑応答部分も含めまして、全文を書き起こして公開する予定です。した
がいましてご質問の際、会社名、氏名を名乗られた場合はそのまま公開されます。もし匿名を希望
される場合は氏名を省略していただいて結構でございます。 

それではご質問のある⽅、挙手をお願いしたいと思います。 

質問者：よろしくお願いします。2 点ほどお伺いさせてください。 

まず 1 点は、今期に関して配当を 10 円にされて、一時期からお金を増やすという⽅向から 13 円
にしたかと思うんですけれども、この 10 円にしたというところで来期以降の投資とかを含めて、
キャッシュの使い⽅としてどういう変化があるのかを教えていただきたいのが 1 点。 

もう 1 点が佐藤社⻑の関心のところにかかわるところで、一つ教えていただきたいんですけれど
も。MaaS 辺りもかなり中国とか、そちらのほうもまた別世界の動きなのかもしれませんが、動き
としては面⽩い進化をしているんじゃないかなと思うのですが。あまり佐藤社⻑、この場で中国の
ほうの動きに関してコメントすることが多くないなと思うんですけれども。中国側の技術の進化と
か、そちらのほうに関しては現状、どういうふうに見ているかをぜひコメントをいただければと思
います。この 2 点です。 

佐藤：まず配当なんですけれども。大きく会社の⽅針としましては、グループ全体の利益の 2 割程
度を配当の目標にしようかという⽅向性は持っています。その中である程度継続性を出さないとい
けないし、ちょっと業績が思ったより下がったのでということはあまりやりたくないという話があ
りまして。 

やはり今、実は相当投資がかさんでいるんですよね。MaaS のいろんなプロジェクトというけど、
一体どのくらいの開発費がかかるものかとか、それはあります。来期もやはりわれわれとしてはつ
くるだけじゃなくて、売っていくことをやはり考えなきゃならないので。開発ならびに販売という
ところで若干、ちょっとコンサバティブに見て、どうあれ配当予想を減らすことはしたくないとい
う前提の下につくらせてもらいました。 
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それから中国の話は、確かに中国、いろいろ進んでいると思います。われわれも上海に会社を持っ
ていまして、合肥というところに開発部隊をつくっていまして、いろんなことをウォッチしていま
す。顔認証なんかも相当進んでいますし、もちろんモバイル決済なんかも進んで。 

ただ、いろんなことをやっていますけど、例えばグルメの部門で最近始めようとしている、スマー
トオーダーという QR コードでレストランに入って精算まで済んじゃうという動きですね。それも
もちろん、既存のレジスターといろんなかかわりがあって、なかなか普及もある特殊な領域から一
気にいこうということを今考えていますけど、それは実はかなり中国の会社と連携しています、は
っきりいうと。 

そういうかたちで、いろんなところで技術的な取り組みとか、それはやっているということでしょ
うか。そんな程度です、今のところは。 

司会：一番前の⽅。 

質問者：いくつかお聞きしたい点があるので、一つ一つお聞きしますけど。 

一つは 10 ページ目のところに出ている、J MaaS のことなんですけれども。これは一応ここには
19 年 12 月、増資に向けてと書いてあるんですけれども、私の記憶ですと確か 9 月に増資をすると
いわれていたと思うんですよね。これ、ずれちゃっているような感じなんですけれども、これの増
資について、差し支えなければどんなところに向けてやられるとか、そういったこの J MaaS の関
係で話を聞きたいんですけれども。 

佐藤：確かに 9 月から見て延びています。われわれとしては日本全体のシステムに影響力があるよ
うなところをうまく交えてということで考えていて、いろんな会社に話は持ちかけていますけど。
まずスピード感でいうと、われわれのスピード感でなかなか動き切れていないところがありまし
て。 

今現在、野村総研さんが OK ですという話はいってくれて、それは出していますけど。それ以上は
現状、そういうかたちの構造で考えているということでご理解いただければと思うんですけど。 

質問者：もう一つ、今期の売上、前期もそうなんですけど、法人向けが伸びるのが一つのポイント
だと思うんですけども。この法人向けに関しての増えてくる要因といいますか、前期の場合はバス
ロケーションシステム辺りがかなり貢献したようでしたけども。この内容についてはどう考えたら
いいでしょうか。 

岩田：まずバスロケーションシステムのところも、まず最初のファーストユーザー、セカンドユー
ザーぐらいのところが当期に入ったかたちですので、まだ増やしていけるかなとは思っています。 
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それから最初のほうにもありますけれども、MaaS へのトライアルということで、この辺も案件が
いくつもできる状況にはなっていますので、その辺のところを見込んでいます。 

質問者：分かりました。今の点とちょっと関連するんですけれども、10 月に大分市で観光型
MaaS のモバイルチケットの販売を開始したということがリリースで出されているんですけれど
も、これに関連して、これも当然法人向けのあれの一つだと思うんですけれども。 

ここの辺りが要するに MaaS との関係でいうと、展開としては面⽩いあれかなと思っているの
で。この辺のところについて、今後のあれはどう考えているのか教えてもらいたいんですけれど
も。 

佐藤：地域のバス乗り放題という周遊券なんかと、1 日切符ですか。それと連動して食べたりとい
うことをやっていくのは、豊田もそうだし大分もそうなんですね。これはわれわれとしては、基本
的にお金をもらっていません。自分たちで新しいプラットフォームをつくって、ユーザーが使った
ところからお金を回収していくやり⽅なんですね。これを確かにもうちょっと、まだ名前は勘弁さ
せてほしいんですけど、一気に増やしていこうということで今、考えています。 

ただ、いかにこれを広めるかということが、実はものすごくでかい課題でして。豊田市の場合は自
治体も一緒になってくれて、ラグビーの国際大会で盛り上げてくれるということまでいきましたけ
ど。そんなかたちで、かなり先行投資的な意味合いで。 

ただ、システムに関しましては豊田市でほとんど原型ができましたので。もうちょっと風が吹いた
時点から、乗換案内の中に明確に一つのコーナーをつくってやっていくことと、宣伝・パブリッシ
ングをどうやるかを一生懸命今、考えている状態です。 

質問者：分かりました。 

司会：ありがとうございました。ほかにご質問のある⽅、いらっしゃいますでしょうか。 

質問者：MaaS の良いところって今、結構いろいろいわれていますけれども、逆になかなかいいづ
らいところがあるかもしれないんですけれども、MaaS でマイナスを被るような影響が、どのよう
なものをお考えになっていらっしゃいますでしょうか。 

佐藤：マイナスの影響というのは、マイナスの。われわれの経営成績。 

質問者：会社としてとか、あるいは業界とかそういう意味合いとしてですね。 

佐藤：会社としてはかなり先行投資になっています、はっきりいうと。MaaS といっても、例えば
前橋市のプロジェクトは、地⽅における新しい交通網の構築なんですね。NTT ドコモさんが何で



 
 

 

サポート 

日本     03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

30 
 

絡んでいるかというと、AI タクシー、乗合タクシーなのですが、そういうものをやられているわ
けですけれども。厳密にいうと、実証実験ほとんど持ち出しです。 

だからそういう面ではちょっとしんどさがあるけども、われわれとしては同じプラットフォームの
中、ジョルダンの下でどんどんものをつくっているので、新しいところに入っていくときに前のも
のをうまく活用して、機能を付加するということでやっているわけですね。 

だからいずれにしても MaaS というのは、未来の夢というか、われわれとしてもチケットを売っ
ていくというところで大きな収益にしていきたいということに向けての投資だと割り切っています
から。それを爆発的に増やせれば、次の大きな柱になっていくという思いでやっている事業です。
短期的には結構、収益圧迫要因です。 

司会：ほかにご質問のある⽅、いらっしゃいますでしょうか。 

ムラカミ：SMBC 日興証券、ムラカミと申します。よろしくお願いします。 

MaaS についてお伺いしたいんですけれども、基本的にいろんな MaaS の事業者が出てくると、結
局乱⽴して今のキャッシュレスのように皆様、広告宣伝で普及を急ぐという感じのやり⽅しかなく
なってくるかなと思うのですが。そういう意味では日本で 1 規格とか、そういうふうに統一化を目
指したほうがいいのかなとは思うんですけれども。 

その中で御社として、御社が今やられているいろんな実証実験とかで、何が変わってくれば皆様が
一気に同じ規格のほうに、統一規格とかそういった議論のほうになってくるのでしょうか。 

佐藤：二つ要素がありまして。いろんな業者が参入ということは、僕はそれはそれでいいと思って
いるんですね。逆にいろんな業者が参入というときに、われわれは経路検索で多くのユーザーがあ
りますので、それを使って買ってくれるというところで、非常に良いポジションにあると思ってい
るんですね。 

ただ、インフラは統一したいんです。Suica というか、あの辺も 10 カード片利用ということでい
われていますけど、昔ローカルにばらばらにやっていて、統一化の流れで実はものすごく時間がか
かっていると。これがまたここでいろんな QR コードが出て、あっちができてこっちができないこ
とになって、訳分からなくしたくないという。 

だからむしろ理念的なもので、J MaaS というものは考えていまして。それは統一のプラットフォ
ームをつくるもので、ジョルダンは⽴上げはやったけど、途中からみんなのものにしていこうとい
う発想でやっているわけです。 
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だからインフラはとにかく統一。デジタルチケットにしても顔認証のデジタルチケットとか、クレ
ジットカードでも、ワイヤレスをクレジットカードでやるという流れまで、世界的には始まってま
すのでね。これはぼんやりしているとあっという間にいろんなのがあって、訳が分からなくなる状
態になると思っているんです。 

そういうものを全部扱えるようなプラットフォームをつくりながら、競争はわれわれよりもっと賢
いところがいっぱいあるので。ジョルダン、残念だったねという話にならないように、われわれも
賢くなろうと思って、今いろいろやっているのが現状ですかね。 

ムラカミ：そうすると、ご説明の中で将来的にオペレータになりたいというご説明だったと思うん
ですけれども、それは部分的なところのオペレータでもいいし。 

佐藤：ユーザーと対応するオペレータです。だからわれわれのアプリがあれば、自動運転のタクシ
ーにも乗れるし、みんな乗れるようにしたいというのが、われわれの⽅向性。 

ムラカミ：そこは API か何かで公開して、いろんな業者が使えるようにしていく感じなのですか。 

佐藤：そうですね。プラットフォームとしては API、ここはわれわれの、いろんな多分業者が出て
くると思うんですよね。われわれはわれわれの API を一生懸命考えて、実際に実証実験なんかで反
響を見ているのが現状です。 

ムラカミ：二つ目、簡単なところで。ジョルダンのキャラクターのコラボがあると思うんですけれ
ども、これってどれぐらいの今、ダウンロード数があって貢献していらっしゃるのでしょうか。 

岩田：手元にそこまで細かい資料がなくて恐縮なのですが、現状でいうと少しアプリのユーザーの
なかなか増えないといったところが、それをやったことで少し増えたと分かるぐらいには使われて
いるという状況ではあります。 

司会：ありがとうございました。ほかにご質問のある⽅はいらっしゃいますでしょうか。 

それではご質問もないようですので、これをもちまして会社説明会を終了いたしたいと思います。
皆様、お疲れ様でした。会社様、ご説明ありがとうございました。 

なおアンケート用紙、机の上に置いてご退室いただきますよう、お願い申し上げます。 

［了］ 

______________ 

脚注 
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1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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